
第１部
出入国管理をめぐる近年の状況



図１　外国人入国者数の推移

第１部

2

　

第１節◆外国人の出入国の状況

� 外国人の出入国者数の推移
（１）外国人の入国

ア　入国者数
我が国への外国人入国者数は，出入国管理に関する統計を取り始めた昭和 25 年はわずか

１万８千人であったが，27 年４月 28 日に「日本国との平和条約」（昭和 27 年条約第５号）が発

効したことに伴って我が国が完全な主権を回復し，出入国管理令に基づいて入国の許否を決す

ることとなり，また，その後，航空機の大型化，ジェット化が進むなど国際輸送手段の整備によっ

て外国渡航の割安感，便利さの高まりによりほぼ一貫して増加の途をたどり，53 年には 100 万人，

59 年には 200 万人，平成２年には 300 万人，８年には 400 万人，12 年には 500 万人の大台をそ

れぞれ突破し，19 年には 915 万 2,186 人と過去最高を記録したが，20 年は，19 年と比べて 6,078

人（0.07％）減少の 914 万 6,108 人となり，前年をやや下回った。

これは，平成 20 年の上半期においては増加傾向であった外国人入国者数が下半期において減

少したためであるが，その要因としては世界的な景気後退などが考えられる（図１）。

第１章　外国人の入国・在留等の状況



図２　主な国籍（出身地）別入国者数の推移
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なお，平成 20 年における外国人入国者 914 万 6,108 人のうち「新規入国者」数は 771 万 1,828

人で，19 年の 772 万 1,258 人と比べて 9,430 人（0.12％）減少し，「再入国者」数は 143 万 4,280

人で，19 年の 143 万 928 人と比べて 3,352 人（0.23％）増加している。

イ　国籍（出身地）別
平成 20 年における外国人入国者数を国籍（出身地）別に見ると，韓国が 262 万 5,377 人と最

も多く，入国者全体の 28.7％を占めている。以下，中国（台湾），中国，米国，中国（香港），オー

ストラリアの順となっている（注）。このうち，隣接国（地域）である韓国，中国（台湾），中国

の３か国（地域）で入国者数全体の 57.6％と半数以上を占めており，また，上位５か国（地域）

で全体の 72.0％を占めている。このうち，韓国は，為替等の影響により平成 20 年の入国者数は

19 年に比べ 7.7％減少しているものの，昭和 63 年に米国を抜いて第一位となって以来その座に

あり，海外渡航に係る規制緩和がなされ，韓国人で「短期滞在」を目的とする者に対する査証免

除がなされたことなど，両国間の人の交流拡大のための様々な施策が功を奏したものと考えられ

る。また，中国（台湾）も平成２年に米国を抜いて以来，第二位の位置にあるが，特に近年は日

本各地へのチャーター便を利用した旅行ブームや，台湾居住者で「短期滞在」を目的とする者に

対する査証免除措置が実施されたことにより，多くの観光客が来日している（図２）。

上位５か国の国籍（出身地）について平成 19 年と 20 年で入国者数を比較すると，韓国が 22

万 179 人（7.7％）減少，中国（台湾）が 3,478 人（0.2％）増加，中国が７万 1,910 人（6.3％）増加，

米国が４万 7,831 人（5.7％）減少，中国（香港）が 11 万 1,610 人（27.8％）増加となっている。

その他，フランスが１万 40 人（7.1％）増加，オーストラリアが１万 9,462 人（8.6％）増加，

英国が１万 5,058 人（6.5％）減少となっている。
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図３　男女別・年齢別外国人入国者の状況（平成20年）
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−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−
 （注）  出入国関係の統計においては，中国本土を「中国」，台湾を「中国（台湾）」と記載している。また，香港については，

中国国籍を有する者で中国香港特別行政区旅券（ＳＡＲ（Special Administrative Region）旅券）を所持する者
（有効期間内の旧香港政庁発給の身分証明書を所持する中国籍者を含む。）を「中国（香港）」，香港の居住権を有
する者で英国政府の発給した香港英国海外国民旅券（ＢＮＯ（British National Overseas）旅券：香港居住者の
みを対象とする英国旅券）を所持する者（有効期間内（1997 年６月 30 日以前）に旧香港政庁発給の英国（香港）
旅券を所持し入国した者を含む。）を「英国（香港）」と記載している。なお，ＢＮＯ旅券は更新発給が制限され
ており，順次ＳＡＲ旅券に移行している。

他方，外国人登録関係の統計においては，中国については出身地を区別せず「中国」と記載し，また，ＢＮＯ
旅券所持者は「英国」に含まれている。

なお，外国人登録者数の統計上，在日韓国・朝鮮人については，「韓国・朝鮮」として一括集計している。

ウ　男女別・年齢別
平成 20 年における外国人入国者について男女別にその数を見ると，男性 472 万 9,944 人，女

性は 441 万 6,164 人であり，男女比率は，男性が全体の 51.7％，女性が 48.3％となっており，男

性が女性を上回っている。この男女比率については，19 年と比べ，男性が 0.7 ポイントの減少，

女性が 0.7 ポイント増加となっている。

次に，平成 20 年について年齢別に見ると，30 歳代が最も多く，入国者全体の 24.2％となって

いる。さらに，年齢別の男女構成比で見ると，30 歳代以上の年齢層では男性の比率が高く，20

歳代以下の年齢層では女性の比率が高いことが特徴的である（図３）。



表１　在留資格別新規入国者数の推移
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エ　入国目的（在留資格）別
我が国に入国する外国人について，入国目的別の増減傾向を探るには，在留資格別の新規入

国者数の推移が手掛かりとなる（表１）。

この新規入国者数は，言わば，我が国における外国人の人の流れを示す「フロー」に当たる

ものであり，後記の我が国における外国人登録者数がある時期の滞在者の統計を示す「ストック」

という関係になる。

（ア）短期滞在者
入国目的別，すなわち在留資格別の外国人新規入国者数では，観光客やビジネス関係者等

の短期滞在者が例年 90％以上を占めている。特に観光客の動向は，各種イベントの開催や為

替レートの動向，さらには観光客誘致のための各種施策の実施等，我が国をめぐる様々な事

情に比較的影響されやすいことから，そうした短期滞在者が大部分を占める外国人新規入国

者数の推移は，結局その時期の社会の状況や動きを反映しているということができる。

なお，この在留資格をもって在留する外国人は，就労活動に従事することができないこと

に加え，比較的簡易な手続により入国を認めていることもあって，他の在留資格への変更は

原則としてできないことになっている（入管法第 19 条，第 20 条）。

「短期滞在」の在留資格による平成 20 年の新規入国者数は，736 万 7,277 人で，新規入国者

全体の 95.5％を占めており，19 年と比べ１万 7,233 人（0.2％）の減少となっている。

平成 20 年における「短期滞在」による新規入国者数について，更に詳細に見ると，観光を
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図４　「短期滞在」の在留資格による目的別新規入国者数の推移

図５　観光を目的とした国籍（出身地）別新規入国者数（平成２０年）
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目的とした外国人は 531 万 2,943 人で新規入国者全体の 68.9％を占め，商用を目的とした外国

人が 135 万 1,011 人（17.5％）と続いている。

観光を目的とした新規入国者数について国籍（出身地）別に見ると，韓国が 171 万 5,847 人

で最も多く，観光を目的とした新規入国者全体の 32.3％を占めている。

以下，中国（台湾）の 123 万 1,835 人（23.2％） ，中国（香港）の 47 万 4,151 人（8.9％），

中国の 38 万 6,167 人（7.3％）の順となっている。韓国，中国（台湾）からの観光客で５割を

超えており，今後もこれらの観光客の誘致が積極的に行われていくものと思われる（図４，５）。



図６　就労を目的とする在留資格による新規入国者数の推移
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（イ）就労を目的とする外国人
平成 20 年における就労目的の在留資格（「外交」及び「公用」を除く。）による新規入国者

数は７万 2,149 人であり，19 年と比べ 5,726 人（7.4％）減少となっている。これは，前年に引

き続き，「興行」の在留資格による新規入国者数が減少したほか，近年増加傾向にあった外国

人社員等が該当する在留資格（「技術」及び「人文知識・国際業務」）の在留資格での新規入

国者数が減少したことが要因である（図６）。

平成 20 年における新規入国者全体に占める，就労目的の在留資格による新規入国者数の割

合は 0.9％である。

なお，これに含まれない「日本人の配偶者等」や「定住者」などの在留活動に制限のない

在留資格を持つ外国人，旅行を目的としつつその資金に充当するための就労が可能なワーキ

ング・ホリデー制度の利用者，大学教育の一環として我が国の企業に受け入れられて就業体

験をする，いわゆるインターンシップ制度を利用する外国の大学生及び資格外活動の許可を

受けた留学生等も同許可の範囲内で就労が認められているので，実際に働くことのできる外
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国人の割合は更に大きなものとなる。

以下，就労を目的とする外国人のうち，特徴的なカテゴリーの動向を見ていくこととする。

ａ　「技術」，「人文知識・国際業務」及び「企業内転勤」
　　（資料編２統計（１）２−１，３−１，４−１）

いわゆる外国人社員に該当する在留資格での平成 20 年の新規入国者数は，「技術」の在

留資格 9,212 人，「人文知識・国際業務」の在留資格 5,690 人，「企業内転勤」の在留資格 7,307

人の計２万 2,209 人となっており，19 年と比べ，「技術」の在留資格は 1,747 人（15.9％）の

減少，「人文知識・国際業務」の在留資格は 1,736 人（23.4％）の減少，「企業内転勤」の在

留資格は 137 人（1.9％）の増加となり，これらの在留資格の合計では 3,346 人（13.1％）の

減少となっている。

なお，後記第２節１（３）イのとおり，これらの在留資格のいずれについても，日本に

在留する外国人登録者数は近年ほぼ一貫して増加しており，20 年 12 月末現在で「技術」

５万 2,273 人，「人文知識・国際業務」６万 7,291 人，「企業内転勤」１万 7,798 人の計 13 万 7,362

人となっており，19 年と比べて１万 4,804 人（12.1％）増加し，専門的，技術的分野の外国

人労働者の我が国での在留の長期化・定着化が進んでいる。

「技術」の在留資格による新規入国者数を国籍（出身地）別に見ると，中国，韓国，ベト

ナム，インドの順となっており，これら４か国で「技術」の在留資格による新規入国者全

体の 80.5％を占めている。19 年まではこれら４か国の新規入国者数が一貫して増加してき

たが，20 年はベトナムを除き減少している。

一方，「人文知識・国際業務」の在留資格による新規入国者数は，米国，中国，韓国，英

国の順となっており，これらの４か国で「人文知識・国際業務」の在留資格による新規入

国者全体の 57.8％を占めており，語学に関連する分野への就業形態が依然として中心となっ

ている。

また，「企業内転勤」の在留資格による新規入国者数は，中国，米国，韓国，インドの順となっ

ており，これらの４か国で「企業内転勤」の在留資格による新規入国者全体の 61.8％を占

めている。

ｂ　「技能」（資料編２統計（１）６−１）
外国人の熟練した職人ともいうべき「技能」の在留資格による新規入国者数は，平成 13

年以降減少していたが，16 年に増加に転じ，20 年は 19 年と比べ 1,484 人（27.9％）増加の 6,799

人となった。

なお，日本に在留する「技能」に係る外国人登録者数は平成 13 年から一貫して増加して

おり，20 年 12 月末現在で２万 5,863 人となっており，我が国においてその熟練した技能を

いかして就労する外国人は増加している。

「技能」の在留資格による平成 20 年の新規入国者数を国籍（出身地）別に見ると，外国

料理の調理師がこの在留資格の多くを占めていることもあって，中国，ネパール，インド，

タイの順となっており，これらの４か国で「技能」の在留資格による新規入国者全体の



図７　「研修」の在留資格による主な国籍（出身地）別新規入国者数の推移
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85.6％を占めている。

ｃ　「興行」（資料編２統計（１）５−１）
「興行」の在留資格による新規入国者数は，平成 13 年以降一貫して増加していたところ，

17 年以降減少し，20 年も 19 年と比べ 3,861 人（9.9％）減少の３万 4,994 人となった。しかし，

依然として就労を目的とする在留資格の中で最も大きな割合を占めている。

「興行」の在留資格による平成 20 年の新規入国者数を国籍（出身地）別に見ると，米国，

フィリピン，英国，ロシアの順となっており，フィリピンは歌手，ダンサーとして稼働す

る者を中心に 3,185 人と全体の 9.1％を占め，19 年に比べ，2,348 人（42.4％）減少している。

このように大幅に減少した理由としては，在留資格「興行」に係る上陸許可基準の見直し

により，上陸審査・在留審査の厳格化が図られたことなどが考えられる。

（ウ）学ぶことを目的とする外国人
ａ　研修生（資料編２統計（１）９−１）

「研修」の在留資格による平成 20 年における新規入国者数は 10 万 1,879 人であり，19 年

と比べ 139 人（0.1％）減少した。

これを地域別に見ると，研修生の派遣，受入れの需要が最も高い近隣諸国を中心とする

アジアが，平成 20 年には９万 7,311 人で全体の 95.5％を占めており，日本社会の様々な分

野におけるアジアとのつながりから考えて，今後もこの傾向は続くと考えられる。アジア

以外では，アフリカ 1,488 人（1.5％），ヨーロッパ 1,084 人（1.1％）となっている（図７）。

「研修」の在留資格による平成 20 年の新規入国者数を国籍（出身地）別に見ると，中国が

６万 8,860 人で「研修」の在留資格による新規入国者全体の 67.6％を占め，以下，ベトナム 7,124

人（7.0％），インドネシア 6,213 人（6.1％），フィリピン 5,678 人（5.6％）の順となっている。
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図８　「留学」の在留資格による主な国籍（出身地）別新規入国者数の推移

図９　「就学」の在留資格による主な国籍（出身地）別新規入国者数の推移
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ｂ　留学生・就学生（資料編２統計（１）７−１，８−１）
「留学」の在留資格による平成 20 年における新規入国者数は，19 年と比べ 5,226 人（18.2％）

増加の３万 4,005 人，「就学」の在留資格による 20 年における新規入国者数は，19 年と比

べ 4,951 人（25.8％）増加の２万 4,111 人となっている。

平成 20 年の新規入国者数を地域別に見ると，「留学」，「就学」のいずれについてもアジ

アからの学生が大部分を占めている（留学生 78.9％，就学生 93.3％）。

さらに，国籍（出身地）別に見ると，留学生については，中国が１万 4,342 人で全体の

42.2％を占めており，これに韓国 5,516 人（16.2％）が続いている。平成 19 年と比べ中国は 4,070

人（39.6％），韓国は 215 人（4.1％ ) 増加した。

また，就学生については，中国が１万 2,566 人で全体の 52.1％を占めており，これに韓国

が 6,171 人（25.6％）で続いている。平成 19 年と比べ中国は 3,579 人（39.8％）増加，韓国

は 585 人（10.5％）増加している（図８，９）。



図10　身分又は地位に基づく在留資格による新規入国者数の推移
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（エ）身分又は地位に基づいて入国する外国人（資料編２統計（１）11- １，12- １）
身分又は地位に基づいて入国する外国人の在留資格には，「日本人の配偶者等」，「永住者の

配偶者等」及び「定住者」がある。

なお，「永住者」は日本における在留実績を積んだ後に取得できる在留資格であり，外国人

が入国の時点で「永住者」の在留資格を受けることはない。

「日本人の配偶者等」の在留資格による平成 20 年における新規入国者数は１万 9,975 人，「永

住者の配偶者等」の在留資格は 1,964 人となっており，19 年と比べ「日本人の配偶者等」は 4,446

人（18.2％）減少，「永住者の配偶者等」は 254 人（14.9％）増加している。

平成 20 年における「定住者」の新規入国者数は２万 123 人で 19 年と比べ 7,203 人（26.4％）

減少しており，国籍（出身地）別に見ると，ブラジルが 9,635 人で全体の 47.9％を占めており，

これにフィリピン 3,811 人（18.9％），台湾，香港を含む中国が 3,692 人（18.3％），ペルー 1,119

人（5.6％）と続いている（図 10）。
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表2　特例上陸許可件数の推移
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（２）特例上陸（一時庇護のための上陸の許可を除く。）
平成 20 年に特例上陸の許可を受けた者の数は 207 万 9,981 人であり，19 年と比べ 9,475 人（0.5％）

減少している。

このうち，平成 20 年における乗員上陸許可件数は 204 万 7,221 人であり，特例上陸許可件数全

体の 98.4％と大部分を占め，寄港地上陸許可件数が３万 1,908 人（1.5％）でこれに続いている（表２）。

以下では，特例上陸の許可を区分別に見ることとする。

ア　寄港地上陸の許可
平成 20 年に寄港地上陸の許可を受けた外国人の数は３万 1,908 人であり，19 年と比べ 9,772

人（23.4％）の大幅な減少となっている。これは，韓国人及び台湾居住者で「短期滞在」を目的

とする者に対し査証免除措置が実施されたことに

よるものと考えられる。

イ　通過上陸の許可
平成 20 年に通過上陸の許可を受けた外国人の

数は 451 人であり，19 年と比べ 80 人（21.6％）

増加している。

 ウ　乗員上陸の許可
平成 20 年に乗員上陸の許可を受けた外国人の数は 204 万 7,221 人であり，19 年と比べ 188 人

（0.01％）増加している。

エ　緊急上陸の許可
平成 20 年に緊急上陸の許可を受けた外国人の数は 314 人であり，19 年と比べ 14 人（4.7％）

増加している。

オ　遭難による上陸の許可
平成 20 年に遭難上陸の許可を受けた外国人の数は 87 人であり，19 年と比べ 15 人（20.8％）

増加している。

臨船サーチ風景



表3　滞在期間別外国人単純出国者数の推移
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（３）外国人の出国
再入国許可を得て出国する者を除く，いわゆる「単純出国者」数は，平成 20 年では 759 万 2,261

人となっており，過去最高であった 19 年と比べ３万 9,295 人（0.5％）増加している。

このうち，滞在期間 15 日以内の出国者数は 695 万 8,485 人で，全体の 91.7％と大部分を占め，

さらに，３月以内の出国者で見ると 741 万 8,394 人で，全体の 97.7％に及んでいる（表３）。

� 上陸審判状況 
（１）上陸口頭審理・異議申出案件の受理・処理

上陸審査手続は三審制の仕組みとなっているが，そのうちの二審と三審，すなわち上陸口頭審

理から法務大臣の裁決までの手続を上陸審判という。個人識別情報を提供しない外国人及び入国

審査官による上陸審査において上陸を許可されなかった外国人は，上陸口頭審理を行うため二審

を担当する特別審理官に引き渡されることとなる（入管法第７条第４項及び第９条第５項）（注１）。

平成 20 年の上陸口頭審理の新規受理件数（入国審査官が上陸を許可しなかった外国人を特別審

理官に引き渡した件数）は，１万 2,660 件であり，過去５年間で最も少なかった。

平成 20 年の口頭審理新規受理件数の内訳を見ると，上陸口頭審理に付された外国人の中で最も

多いのは，不法就労等の違法な活動が目的であるにもかかわらず観光客等を装い上陸申請に及ぶ

などの虚偽申請（入管法第７条第１項第２号不適合）が疑われる者で，このような事案は 19 年よ

り 4,076 件（29.5％）減少して 9,722 件であった

が，新規受理件数の 76.8％を占めた。次いで，上

陸拒否事由（同法第７条第１項第４号不適合）に

該当する疑いがあるとの理由で引き渡された者だ

が，20 年は 1,563 件で，19 年から 1,065 件（40.5％）

減少し，新規受理件数の 12.3％であった。さらに，

偽変造旅券を行使して不法入国を企図するなどの

有効な旅券・査証を所持していない（同法第７条

第１項第１号不適合）疑いがある者は，1,365 件で，
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表4　上陸条件別上陸口頭審理の新規受理件数の推移

表5　上陸口頭審理の処理状況の推移
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19 年から 676 件（33.1％）減少し，新規受理件数の 10.8％であった。また，平成 19 年 11 月 20 日

より義務付けられている入国審査官に対する個人識別情報の提供を拒んだ者（同法第７条第４項

該当者）については，３名が特別審理官に引き渡された。

上陸口頭審理新規受理件数が減少した理由は，個人識別情報を活用した上陸審査等，我が国の

水際での厳格な上陸審査が広く海外に知れ渡ったことで，不正な目的で来日する外国人が減少し

たことなどが原因と考えられる（表４）。

平成 20 年の上陸口頭審理の処理状況（注２）を見ると，上陸口頭審理の結果，上陸のための条

件に適合していることが判明して上陸を許可した案件は，19 年と比べて 26.6％減少して 4,405 件で

あった。

また，平成 20 年に上陸口頭審理における特別審理官の上陸のための条件に適合していない旨の

認定に服して我が国からの退去を命じられた案件は 5,537 件で，19 年と比較して，33.5％減少した。

一方，20 年に上陸のための条件に適合していない旨の特別審理官の認定を不服として，法務大臣に

対して異議を申し出た件数は，19 年の 3,097 件から 36.5％減少して 1,967 件であった（表 5）。

−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−
（注１）  入国審査官による「上陸審査」と口頭審理以降の「上陸審判」とを併せて広い意味での上陸審査手続と呼んでいる。

　なお，個人識別情報を提供しない者については，法務大臣の裁決の手続はない。
（注２）  上陸条件別上陸口頭審理の新規受理件数（表４）の総数と上陸口頭審理の処理状況の推移（表５）の総数が一

致しない部分があるのは，年末に入国審査官から特別審理官に引き渡されたり，口頭審理が長引いたりして，入
国審査官から特別審理官に引き渡されてから上陸口頭審理の処理までに年を越えることがあるからである。



図11　主な国籍（出身地）別上陸拒否者数の推移

表６　上陸審判の異議申出と裁決結果の推移
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（２）被上陸拒否者
被上陸拒否者とは，①上陸口頭審理の結果，我が国からの退去を命じられた者，②法務大臣に

対する異議申出の結果，我が国からの退去を命じられた者などである。

平成 20 年における被上陸拒否者数は，7,188 件で，19 年の１万 424 件から 31.0％減少した。

次に，被上陸拒否者数を国籍（出身地）別で見ると，平成 16 年から一貫して韓国が最も多いが，

20 年は，被上陸拒否者数全体の減少と同様に 19 年と比べて 1,137 件（31.9％）減少した。その他では，

20 年においては，中国，中国（台湾），フィリピン，スリランカ，トルコなどが 19 年に比べて減

少した一方で，ミャンマー，ナイジェリアなどが増加した（図 11）。

（３）上陸特別許可
法務大臣は，異議の申出に理由がないと認める場合でも，当該外国人が①再入国の許可を受け

ているとき，②人身取引等により他人の支配下に置かれて本邦に入ったものであるとき，③その

他法務大臣が特別に上陸を許可すべき事情があると認めるときは , その者の上陸を特別に許可する

ことができる（入管法第 12 条第１項）。

異議申出の結果，法務大臣が平成 20 年に上陸を特別に許可した件数は，19 年の 2,492 件から

43.0％減少し，1,421 件であった（表６）。
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表７ 入国事前審査処理件数の推移

第１部

16

� 入国事前審査状況
（１）査証事前協議

査証業務を所管する外務省と出入国管理業務を所管する法務省との間では，外国人の入国に関

する連絡調整が図られており，個々の案件の査証発給の適否について，必要に応じて外務大臣か

ら法務大臣に協議が行われている。これを査証事前協議という。

査証事前協議の処理件数は，平成 20 年は 6,661 件で，19 年の 6,721 件と比べ 60 件（0.9％ ) の減

少となっている。

（２）在留資格認定証明書
在留資格認定証明書制度は，平成２年施行の改正入管法により導入されたもので，外国人は在

留資格認定証明書を提示又は提出することによって速やかに査証発給及び上陸許可を受けること

ができるというものである。

在留資格認定証明書交付申請の処理件数は，平成 20 年は 32 万 9,032 件で，19 年と比べ２万 4,238

件（6.8％）の減少となっている。

なお，査証事前協議と在留資格認定証明書の審査とを合わせて入国事前審査というが，近年，

在留資格認定証明書交付申請処理件数は一貫して入国事前審査処理件数全体の大部分を占めてい

る（表７）。



図12　外国人登録者数の推移と我が国の総人口に占める割合の推移
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第２節◆外国人の在留の状況

� 外国人登録者数
我が国における外国人の「フロー」が出入国に関する統計であるとすると，外国人登録者数は，

どのような目的を持った外国人がどれだけ在留しているかというその「ストック」の状況を見る

手掛かりとなる。

ただし，通常の入国者の場合，外国人登録法（以下「外登法」という。）に基づき，入国の日か

ら 90 日以内に居住地の市区町村で外国人登録を行うことが義務付けられている（外登法第３条）

ため，我が国に入国する外国人の 90％以上を占める「短期滞在」の在留資格をもって在留する人

の多くは，外国人登録を行うことなく出国してしまうことがほとんどであることから，同在留資

格の外国人登録者数に占める割合は小さなものとなっている（平成20年末現在1.8％）。したがって，

外国人登録者数で見る外国人の在留状況としては，言わば，我が国において勉学，就労，同居等

の目的をもって相当期間滞在し，地域社会で「生活する」ような外国人が主たる対象ということ

になる。

なお，仮上陸許可者，特例上陸許可者（一時庇護のための上陸の許可を受けた者を除く。），「外交」

の在留資格を持つ外交官等，「公用」の在留資格を持つ外国政府関係者の公用渡航者及び日米地位

協定等に該当する軍人，軍属及びその家族等は外国人登録の対象とはならない。

（１）総数
我が国における外国人登録者数は，毎年の新規入国者の中にそのまま我が国に留まり，中長

期的に生活を送る者もいることから年々増加してきており，今後もこの傾向は継続すると考え

られる。平成 20 年末現在の外国人登録者数は，221 万 7,426 人で過去最高を記録し，19 年末と

比べ６万 4,453 人（3.0％），10 年末に比べ 70 万 5,310 人（46.6％）の増加となっている。

また，外国人登録者数の我が国の総人口に占める割合も年々高くなっており，平成 20 年末現

在におけるその割合は，我が国の総人口１億 2,769 万 2,000 人（総務省統計局「平成 20 年 10 月

１日現在推計人口」による）の 1.74％に当たり，19 年末の 1.69％と比べ 0.05 ポイント高くなっ

ており，過去最高を示している（図 12）。
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図13 　主な国籍（出身地）別外国人登録者数の推移
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（２）国籍（出身地）別
平成 20 年末現在における外国人登録者数について国籍（出身地）別にみると，中国が 65 万 5,377

人で全体の 29.6％を占め，以下，韓国・朝鮮 58 万 9,239 人（26.6％），ブラジル 31 万 2,582 人（14.1％），

フィリピン 21 万 617 人（9.5％），ペルー５万 9,723 人（2.7％）と続いている。

年別の推移を見ると，韓国・朝鮮は年々減少し，中国，フィリピン，ペルーは引き続き増加

しており，特に中国は，平成 16 年の 48 万 7,570 人と比べ 16 万 7,807 人（34,4％）の大幅な増加

となっている。ブラジルは年々増加していたが，20 年末は 19 年末と比べ 4,385 人（1.4％）の減

少となった。フィリピンは 17 年末に減少したものの，20 年末は 19 年末と比べ 8,025 人（4.0％）

の増加となった（図 13）。

なお，外国人登録者数の国籍（出身地）別順位は，19 年末に中国が初めて韓国・朝鮮を上回

り第一位となり，20 年末も引き続きその座を保った。それまで一貫して最大の構成比を占めて

いた韓国・朝鮮は，20 年末は 19 年末と比べ 4,250 人（0.7％）の減少となった。

（３）目的（在留資格）別
ア　永住者・特別永住者（資料編２統計（１）10）

平成 20 年末現在の外国人登録者数のうち最も多いのは，「永住者」（特別永住者を除く）で，



表8　在留の資格別外国人登録者数の推移
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19 年末と比べ５万 2,299 人（11.9％）増加の 49 万 2,056 人であり，全体の 22.2％を占めている。

これについて 16 年末から 20 年末までの推移を見ると，一貫して増加しており，20 年末には，

16 年末の 31 万 2,964 人と比べ 17 万 9,092 人（57.2％）増加している。

また，「永住者」を国籍 ( 出身地）別で見ると，平成 20 年末では，中国が 14 万 2,469 人と最

も多く，以下，ブラジル，フィリピン，韓国・朝鮮，ペルーの順となっている。さらに，中国，

ブラジル，フィリピン及びペルーは，20 年末は 16 年末と比べそれぞれ約 1.5 倍，2.1 倍，1.6 倍，

1.5 倍となっている（表８）。

一方，平成 18 年まで最大構成比を占めていた「特別永住者」の外国人登録者数は，年々減

少しており，全外国人登録者数に占める割合も，それに伴い減少している。より長期的な期

間の推移を見ると，「特別永住者」の地位に相当する外国人の割合は，戦後間もなくから昭和

30 年代までは 90％近くを占めていたが，「特別永住者」の数自体が減少していることに加え，

様々な目的を持って新たに来日した外国人（いわゆるニューカマー）の増加により相対的な

低下傾向に拍車をかけることとなり，日本社会における在留外国人をめぐる状況の変遷を如
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図14　就労を目的とする在留資格による外国人登録者数の推移
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実に表している。今後もいわゆる在日三世・四世などの国籍選択をめぐる動向次第で，特別

永住者の総数はさらに下降する可能性も考えられる。

イ　就労を目的とする外国人（資料編２統計（１）１−２〜６−２）
平成 20 年末現在の就労を目的とする在留資格の外国人登録者数は 19 年末と比べ１万 7,750

人（9.2％）増加の 21 万 1,535 人で，全体の 9.5％であった。これについて 16 年末から 20            

年末までの推移を見ると，登録者数は「興行」の減少の影響を受け，18 年末まで減少傾向にあっ

たが，19 年末及び 20 年末には「興行」以外の在留資格が前年より増加した結果，20 年末は過

去最高を記録した（図 14）。

平成 16 年末から一貫して増加しているのは，「人文知識・国際業務」，「技術」，「技能」，「投資・

経営」，「法律・会計業務」となっている。「興行」の在留資格は，20 年末は 19 年末と比べ 2,697

人（17.1％）減と引き続き減少となった。これは，「興行」の在留資格による新規入国者が減
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少したことによるものである。

「技術」，「人文知識・国際業務」又は「企業内転勤」の在留資格をもって我が国に在留して

いるいわゆる外国人社員の外国人登録者数は，平成 20 年末現在，「技術」５万 2,273 人，「人

文知識・国際業務」６万 7,291 人，「企業内転勤」１万 7,798 人であり，19 年末と比べ，それ

ぞれ 7,589 人（17.0％），5,528 人（9.0％），1,687 人（10.5％）の増加を示している。

平成 20 年末現在において，「技術」，「人文知識・国際業務」及び「企業内転勤」の外国人

登録者数が就労を目的とする在留資格の外国人登録者総数に対して占める割合は，それぞれ

24.7％，31.8％，8.4％となっており，いわゆる外国人社員が，就労を目的とする在留外国人の

約６割を占めている。

ウ　留学生・就学生（資料編２統計（１）７−２，８−２）
留学生の外国人登録者数は，平成 14 年末に初めて 10 万人を突破し，20 年末現在における

留学生の外国人登録者数は，19 年末と比べて 6,054 人（4.6％）増加して 13 万 8,514 人となった。

これを国籍（出身地）別に見ると，中国が８万 8,812 人で全体の 64.1％を占めており，これに

韓国・朝鮮が１万 9,441 人（14.0％）で続いている。

また，総数について平成 16 年末から 20 年末までの推移を見ると，20 年末現在では 16 年末

の約 1.1 倍になっている。

一方，近年増加が続いていた就学生の外国人登録者数は，平成 16 年末に減少に転じたが，

18 年末から増加し，20 年末現在における就学生の外国人登録者数は４万 1,313 人で，19 年末

と比べ 3,183 人（8.3％）の増加となった。これを国籍（出身地）別に見ると，中国が２万 5,043

人で全体の 60.6％を占め，これに韓国・朝鮮が１万 286 人（24.9％）で続いている。

エ　研修生（資料編２統計（１）９−２）
平成 20 年末現在における研修の外国人登録者数は，８万 6,826 人で，19 年末と比べ 1,260

人（1.4％）減少し，過去最高を記録した前年をやや下回った。これを国籍（出身地）別に見

ると，中国が６万 5,716 人で全体の 75.7％を占めており，次いでベトナムが 6,763 人（7.8％），

インドネシアが 5,085 人（5.9％）の順となっている。

さらに，平成 16 年末から 20 年末までの推移を国籍（出身地）別で見ると，中国が約 1.6 倍，

ベトナムが約 1.9 倍となっている。

 オ　身分又は地位に基づき在留する外国人（資料編２統計（１）11 −２，12 −２）
平成 20 年末現在における「日本人の配偶者等」の外国人登録者数は 24 万 5,497 人となって

いる。16 年末から 20 年末までの推移を見ると，「日本人の配偶者等」は 18 年末まで増加傾

向にあったものの，19 年末以降減少に転じ，20 年末は 19 年末と比べ，１万 1,483 人（4.5％）

減少した。

国籍（出身地）別で見ると，平成 20 年末現在では，ブラジルが５万 8,445 人で全体の
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表９　在留審査業務許可件数の推移 

総 数

資 格 外 活 動

在 留 資 格 変 更

在 留 期 間 更 新

永 住

特 別 永 住

在 留 資 格 取 得

再 入 国
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23.8％を占めており，次いで中国が５万 7,336 人（23.4％），フィリピンが４万 9,980 人（20.4％）

の順となっている。16 年末から 20 年末までの推移を国籍（出身地）別で見ると，ブラジルは

毎年減少しているが，中国は毎年増加していることが特徴的である。

平成 20 年末現在における「定住者」の在留資格の外国人登録者数は 25 万 8,498 人で外国人

登録者全体の 11.7％を占めている。16 年末から 20 年末までの推移を見ると，「日本人の配偶

者等」と同様，18 年末まで増加傾向にあったものの，19 年末以降減少している。20 年末現在

では 19 年末と比べ，１万 106 人（3.8％）減少した。

国籍（出身地）別に見ると，20 年末には，ブラジルが 13 万 7,005 人（53.0％）を占めてお

り，これにフィリピン３万 5,717 人（13.8％），中国３万 3,600 人（13.0％）が続いている。また，

16 年末から 20 年末までの推移を見ると，19 年末まで第三位だったフィリピンは一貫して増

加し，20 年末には中国を抜いて第二位になった。

� 在留審査の状況
我が国に在留する外国人が，当初決定された在留期間を超えて引き続き在留することを希望した

り，当初の在留目的とは異なる在留資格への変更を希望したりするなどの場合には，入管法に基づ

いてそれぞれ申請を行い，法務大臣又は地方入国管理局長から所定の許可を受ける必要がある。具

体的には，在留期間更新の許可，在留資格変更の許可，在留資格取得の許可，再入国の許可，資格

外活動の許可及び永住許可などであり，これらの許否

の判断を行うのが在留審査である。

平成 20 年における在留審査業務関係諸申請の許可

総数は 19 年と比べて 9,883 件（0.7％）増加して，136

万 1,844 件となった。16 年から 20 年までの推移を見

ると，全体として増加傾向にあり，この傾向は，我が

国への新規入国者の増加と比例して，今後も継続する

ものと考えられる（表 9）。
在留審査窓口風景



表10　国籍（出身地）別留学生等からの就職を目的とする在留資格変更許可件数の推移
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（１）在留期間更新の許可（入管法第 21 条）
我が国に在留する外国人が，現に有する在留資格の活動を変更することなく，在留期限到来

後も引き続き在留しようとする場合には，在留期間更新の許可を受ける必要がある。

平成 20 年中に在留期間更新の許可を受けた外国人は 43 万 4,307 人であり，19 年と比べて 2,323

件（0.5％）の減少となっている（表 9）。

（２）在留資格変更の許可（同法第 20 条）
我が国に在留する外国人は，在留目的とする活動を変更する場合には，新たな活動に対応す

る在留資格への変更の許可を受ける必要がある。

平成 20 年に在留資格変更許可を受けた外国人は 14 万 9,214 人で，19 年と比べて１万 787 人

（7.7％）の増加となっている（表９）。

 このうち，主な在留資格変更許可申請事案は次のとおりである。

ア　留学生等からの就職を目的とする在留資格変更許可
我が国の大学・専門学校等で学ぶ外国人は，在留資格「留学」又は「就学」により在留し

ているが，これらの中には，勉学終了後，我が国の企業等への就職を目的として引き続き我

が国での在留を希望する者も少なくない。

平成 20 年に就職を目的として在留資格変更の許可を受けた外国人は１万 1,040 人で，16 年

以降一貫して増加傾向にあり，19 年と比べて 778 人（7.6％）増加し，統計を取り始めた昭和

63 年以降では最高となっている。

国籍（出身地）別では，中国が 7,651 人と全体の 69.3％を占め，次いで韓国が 1,360 人（12.3％），

中国（台湾）が 303 人（2.7％）の順となっている（表 10）。

在留資格別では，在留資格「人文知識・国際業務」への変更許可を受けた外国人が 7,863 人

（71.2％）で最も多く，平成 19 年と比べて 559 人（7.7％），16 年と比べて 4,446 人（130.1％）
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表11　在留資格別留学生等からの就職を目的とする在留資格変更許可件数の推移
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それぞれ増加し，大学等で養った人文科学系の専門知識や外国人特有の感性等を生かした業務

に従事する外国人が増えている。また，20 年に在留資格「技術」への変更許可を受けた外国

人は 2,414 人（21.9％）となっており，これら２つの在留資格で全体の 93.1％を占めている（表

11）。

イ　技能実習への移行を目的とする在留資格変更許可
技能実習制度は，研修により一定水準以上の技術等を修得した外国人について，雇用関係

の下で技術等をより実践的に修得することができるようにし，技術移転と人材の養成をより

効果的に行うことによる国際貢献を目的として平成５年に創設された制度であり，研修から

技能実習へ移行する際には，在留資格「特定活動」への在留資格変更許可が必要とされている。

技能実習制度の対象となる実習の内容については，公的に評価ができ，かつ，研修生送り

出し国のニーズにも合致する技術等が対象となる。具体的には，平成 20 年 12 月末現在で，

国家試験である技能検定基礎１級及び基礎２級の評価制度が整備されている型枠施工，機械

加工等 52 職種及び国家試験ではないが，（財）国際研修協力機構が認定した公的な評価シス

テムが整備されている溶接，紡績運転等 11 職種の合計 63 職種となっている。

制度発足当初は，研修から技能実習への移行者数に伸び悩みが見られたものの，技能実習

へ移行できる対象職種の拡大等により，年々着実に増加し，平成 20 年は 19 年と比べて 8,521

人（15.8％）の増加となっている。その結果，５年に技能実習制度が創設されてから 20 年末

までの技能実習への移行者数の累計は 25 万人を超えており，本制度が定着してきていること

がうかがえる。

平成20年に技能実習への移行を目的として在留資格変更の許可を受けた者について国籍（出

身地）別内訳を見ると，中国４万 9,566 人，ベトナム 4,885 人，インドネシア 3,393 人，フィ

リピン 3,000 人，タイ 1,079 人の順となっており，職種別では，婦人子供服製造，溶接，プラ

スチック成形が多くなっている（表 12,13）。



表13　職種別技能実習への移行者数の推移

表12　国籍別技能実習への移行者数の推移
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（３）在留資格取得の許可（同法第 22 条の２）
我が国で出生したり，日本国籍を離脱したりして外国人となった者や，在留資格を要しない

とされている日米地位協定第１条に規定する米軍人等でその身分を失った外国人が，引き続き

我が国に在留しようとする場合には，在留資格取得の許可を受ける必要がある。

平成 20 年に在留資格取得の許可を受けた外国人は 8,957 人で，19 年と比べて 277 人（3.2％）

の増加となっている（表 9）。

（４）再入国の許可（同法第 26 条）
我が国に在留する外国人が一時的に出国し，再び我が国に入国しようとする場合，事前に再

入国許可を受けることによって，改めて査証申請等の手続を経ることなく，現に有する在留資

格及び在留期間により入国・上陸することができる制度である。

平成20年に再入国許可を受けた外国人は57万7,933人であり，19年と比べて１万506人（1.8％）

の減少となっている（表 9）。
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表14　国籍（出身地）別永住許可件数の推移
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（５）資格外活動の許可（同法第 19 条第２項）
我が国において行う活動に応じて定められた在留資格を付与されている外国人は，その在留

資格に対応する活動以外の活動で「収入を伴う事業を運営する活動又は報酬を受ける活動」（就

労活動）を行う場合には，あらかじめ資格外活動の許可を受ける必要がある。例えば，留学生，

就学生が行うアルバイトが代表的なものであり，その活動が本来の在留目的である活動の遂行

を阻害しない範囲内で行われると認められるときに限り許可される。

平成 20 年に資格外活動許可を受けた外国人は 13 万 3,513 人で，19 年と比べて１万 4,368 人

（12.1％）増加している。16 年と比べて２万 7,107 人（25.5％）の増加となっている（表９）。

（６）永住許可（同法第 22 条）
「永住者」の在留資格は，他の在留資格で我が国に在留する外国人からの「永住者」の在留資

格への変更許可申請及び出生や日本国籍離脱を理由とした在留資格の取得申請に対し，一定の

要件を満たすと認められる場合に付与される。

永住許可については，規制緩和及び事務の簡素・合理化を図る観点から，平成 10 年２月，運

用の基準を見直すこととし，また，併せてこれまでの取扱いを明確化した。この見直しでは，

法定要件の審査に当たっての解釈を明確にするとともに，身分関係に対応した在日歴を見直し，

日本人の配偶者である等の特別な事情を有する者に対する取扱いについても更に弾力的に取り

扱うこととした。

また，我が国に貢献があると認められる外国人に対する永住許可の要件を明確化するため，

平成 17 年３月 31 日に「我が国への貢献」に関するガイドラインを策定してホームページ上に

公表したほか，貢献を認められて永住許可となった事例，不許可となった事例についてもホー

ムページに掲載し，随時更新している。18 年３月 31 日には「永住許可に関するガイドライン」

を新設して永住許可に係る一般的要件や，在留年数に係る基準を公表したほか，「我が国への貢

献」に関するガイドラインについても一部改定した。

平成 19 年における永住許可は過去最高の６万 509 人となったが，20 年は５万 7,806 人とやや

減少している（表 14）。



図15　日本人出国者数の推移

図16　男女別・年齢別日本人出国者の状況（平成20年）
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第３節◆日本人の出帰国の状況

� 出国者
（１）総数

平成20年の日本人出国者総数は1,598万7,250人で，19年と比べ130万7,685人（7.6％）減少した（図

15）。

（２）男女別・年齢別
平成 20 年における日本人出国者数を男女別に見ると，男性が 910 万 1,332 人，女性が 688 万 5,918

人で，男性が全体の 56.9％，女性が 43.1％となっている。この男女比率は 13 年以降大きな変動は

なく，男性の占める割合が女性のそれを上回っている。

平成 20 年における日本人出国者数を年齢別に見ると，30 歳代が 337 万 6,110 人で出国者全体

の 21.1％を占めており，以下，40 歳代 305 万 6,352 人（19.1％），50 歳代 284 万 7,537 人（17.8％），

60 歳以上 282 万 7,140 人（17.7％），20 歳代 261 万 8,264 人（16.4％）の順となっている。

それぞれの年齢別の男女比率を見ると，20 歳未満及び 20 歳代については女性の割合が男性のそ

れを上回り，特に，20 歳代については女性の占める比率が 61.1％と極めて高くなっており，これ

ら以外の年代については，男性の出国者数の割合が女性のそれを上回っている（図 16）。
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表15　滞在期間別日本人帰国者数の推移
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（３）空港・海港別
平成 20 年における日本人出国者数について，出国した空・海港別に見ると，空港を利用した出

国者は1,579万1,408人で全体の98.8％を占めている。外国人の入国者（空港利用者が92.4％）に比べ，

更に空港利用者の割合が高くなっている。

平成 20 年中に空港を利用した出国者のうち，成田空港の利用者数は 875 万 1,487 人で空港から

の出国者全体の 55.4％，関西空港の利用者数が 333 万 6,644 人で 21.1％を占めており，空港からの

出国者全体の 76.5％がこれら２空港を利用している。また，成田・関西空港以外では，中部空港

178 万 2,085 人（11.3％），福岡空港 63 万 2,848 人（4.0％）の順になっている。

一方，平成 20 年中に海港を利用した出国者のうち，韓国との間で定期客船が就航している博多

港利用者数が 14 万 3,889 人で海港からの出国者全体の 73.5％，下関港が１万 7,547 人で 9.0％を占

めており，海港からの出国者全体の 82.5％がこの２海港を利用している。また，これら２海港以

外では，大阪港 8,339 人（4.3％），横浜港 8,243 人（4.2％）の順となっている。

� 帰国者
平成 20 年の日本人帰国者総数は 1,590 万 5,433 人であり，これを出国後の国外滞在期間別に見

ると，出国後１月以内に帰国した人が 1,462 万 9,566 人で全体の 92.0％を占めており，このうち 10

日以内に帰国した人が 1,328 万 178 人で，全体の 83.5％を占めている。

これは日本人海外渡航者の多くが観光，ビジネス目的という比較的短期間の用務で，速やかに

帰国することが見込まれているためである。この傾向は近年続いており，大きな変化は認められ

ない（表 15）。
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第１節◆不法残留者の状況

入国管理局の電算統計に基づく推計では，平成 21 年１月

１日現在の我が国に潜在中の不法残留者（許可された期間を

超えて不法に本邦にとどまっている者）数は 11 万 3,072 人で

あり，20 年１月１日現在の 14 万 9,785 人と比べて３万 6,713

人（24.5％）減，過去最高であった５年５月１日現在の 29 万

8,646 人と比べて 18 万 5,574 人（62.1％）減で，一貫して減

少している。

これは，厳格な入国審査の実施，関係機関との密接な連携による入管法違反外国人の集中摘発

の実施，不法就労防止に関する積極的な広報の実施などに加え，平成 20 年は当局が行ってきた不

法滞在者の半減５か年計画の最終年にあたるなど，総合的な不法滞在者対策の効果によるもので

あり，不法残留者は５年間で 10 万 6,346 人（48.5％）の減少となった。

なお，この数に不法入国者の推定数約１万５千人から２万３千人を加えると，約 12 万８千人か

ら 13 万６千人の不法滞在者が我が国に潜在していると見られる。

� 国籍（出身地）別
平成 21 年１月１日現在の不法残留者数について国籍（出身地）別に見ると，韓国が２万 4,198

人で最も多く，全体の 21.4％を占めており，以下，中国１万 8,385 人（16.3％），フィリピン１万 7,287

人（15.3％），タイ 6,023 人（5.3％），中国（台湾）4,950 人（4.4％），ペルー 3,396 人（3.0％），イ

ンドネシア 3,126 人（2.8％）の順となっている（図 17，表 16）。

不法残留者数が過去最高であった平成５年５月１日以降の推移を見ると，５年５月１日現在の

不法残留者の国籍（出身地）は，タイが最も多く，次いで韓国，フィリピン，中国，マレーシア

の順となっており，21 年１月１日現在の順位は韓国が最も多く，次いで中国，フィリピン，タイ，

中国（台湾）となっている。

国籍（出身地）別の推移を見ると，韓国は，「短期滞在」の在留資格で行うことのできる活動を

行おうとするものに対し，平成 17 年３月から査証免除措置が実施されたことにより，新規入国者

数が大幅に増加したにもかかわらず，11 年１月１日以降一貫して減少傾向にある。タイは５年５

月１日以降一貫して減少しており，またマレーシア及びペルーも，それぞれ５年６月１日，７年

７月 15 日に査証取得勧奨措置が採られたことから，減少傾向にある。中国は６年から 14 年まで

は減少していたところ，15 年には増加に転じ，16 年も引き続き増加したが，17 年以降は再び減少

第２章　外国人の退去強制手続業務の状況
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図17　主な国籍（出身地）別不法残留者数の推移

表16　国籍（出身地）別不法残留者数の推移　
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傾向にある。フィリピンは 10 年以降減少していたが，15 年から 18 年にかけて増減を繰り返し，

19 年以降は減少している。インドネシアは，３年５月１日から一貫して増加していたが，17 年以

降は減少傾向にある。

� 在留資格別
不法残留者数を不法残留となった直前の時点での在留資格別に見ると，「短期滞在」が７万 6,651

人で最も多く，全体の 67.8％を占めている。以下，「留学」5,090 人（4.5％），「興行」5,015 人（4.4％），

「就学」3,186 人（2.8％），「研修」2,561 人（2.3％）となっており，前年同期と比べ，「短期滞在」

は２万 5,418 人（24.9％），「興行」は 1,609 人（24.3％）減少している。「短期滞在」は平成５年



表18　退去強制事由別の入管法違反事件の推移

表17　在留資格別不法残留者数の推移
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５月１日以降引き続き，「就学」も６年５月１日以降減少傾向にあり，「興行」については 14 年

１月１日に増加に転じ，その後は引き続き増加していたが，17 年１月以降減少傾向にある。「留学」

についても 13 年１月１日から増加していたが，18 年１月以降減少に転じている（表 17）。

第２節◆退去強制手続を執った入管法違反事件の概要

� 退去強制事由別
平成 20 年に退去強制手続を執った入管法違反者は

３万 9,382 人で，19 年と比べて 6,120 人減少している。

このうち，16 年 12 月に施行された改正入管法により

開始された出国命令制度の対象者として入国審査官に

引き継いだ者は 8,480 人であった。

退去強制事由別内訳を見ると，平成 20 年は，不法

残留３万 1,045 人（78.8％），不法入国 6,136 人（15.6％），

資格外活動 1,153 人（2.9％）の順となり，依然として

不法残留が圧倒的に高い割合を占めている。

国籍（出身地）別では，中国が１万 963 人（27.8％）と最も多く，６年連続で第一位となった。

次いで，フィリピン 7,847 人（19.9％），韓国 4,993 人（12.7％）の順となり，これら上位３か国で

全体の 60％以上を占めている（表 18，19）。

摘発風景



表19　国籍（出身地）別入管法違反事件の推移
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なお，平成 20 年に退去強制手続を執った入管法違反者のうち，不法就労していた外国人は３万  

2,471 人で全体の 82.5％を占めている。

以下，退去強制事由別にその事案の特徴を見ることとする。

（１）不法入国
平成 20 年中に退去強制手続を執った入管法違反者のうち，有効な旅券を所持しないなどによ

り本邦に入国した不法入国者数は，19 年と比べて 1,318 人（17.7％）減少して 6,136 人となり，

入管法違反者全体の 15.6％を占めている。過去の推移を見ると，15 年以降増加傾向にあったも

のの，18 年以降は減少に転じており，入管法違反者全体に占める不法入国者の比率も減少して

いることなどから，水際対策の効果が現れ始めているものと思われる。

国籍（出身地）別に見ると，中国が 2,020 人で最も多く全体の 32.9％を占め，次いでフィリピ

ン 1,376 人（22.4％），タイ 503 人（8.2％）の順となっており，平成 14 年以降，これら上位３か

国の順位に変動は見られないが，中国の占める割合が高く，その件数とともに大きな脅威となっ

ている。

利用交通手段別に見ると，平成 20 年中に退去強制手続を執った不法入国者のうち，航空機に

よる不法入国者数は 19 年と比べて 986 人（18.1％）減少し 4,462 人となった。これは，不法入国

者全体の 72.7％に当たり，依然として航空機による不法入国が多数を占めている。また，船舶に

よる不法入国者数は 19 年と比べて 332 人（16.6％）減少し 1,674 人となった（表 20，21，22）。



表20　国籍（出身地）別不法入国事件の推移

表21  国籍（出身地）別航空機による不法入国事件の推移

表22　国籍（出身地）別船舶による不法入国事件の推移
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（２）不法上陸
平成 20 年中に退去強制手続を執った入管法違反者のうち，入国審査官から上陸の許可等を受

けないで本邦に上陸した不法上陸者数は，19 年と比べて 89 人（26.0％）減少し 253 人となったが，



表23　国籍（出身地）別不法上陸事件の推移

表24　国籍（出身地）別不法残留事件の推移
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これは入管法違反者全体の 0.6％であり，14 年以降おおむね同様の割合で推移している（表 23）。

（３）不法残留
 平成 20 年中に退去強制手続を執った入管法違反者のうち，不法残留者数は 19 年と比べて 4,372

人（12.3％）減少し，３万 1,045 人となった。これは入管法違反者全体の 78.8％に当たる。

国籍（出身地）別に見ると，中国が 8,326 人で最も多く全体の 26.8％を占めており，次いでフィ

リピン 6,188 人（19.9％），韓国 4,147 人（13.4％），インドネシア 1,978 人（6.4％），ベトナム 1,570

人（5.1％）の順となっている（表 24）。



表25　国籍（出身地）別資格外活動事件の推移

第１部

35

第
２
章　

外
国
人
の
退
去
強
制
手
続
業
務
の
状
況

（４）資格外活動
我が国に在留する外国人が，資格外活動許可を受けることなく，付与された在留資格以外の報

酬を受ける等の就労活動を専ら行っていた場合には，資格外活動として退去強制手続が執られる

こととなるが，その数は，平成 20 年は 19 年と比べて 256 人（18.2％）減少し 1,153 人となった。

これは，退去強制手続を執った入管法違反者全体の 2.9％である。

国籍（出身地）別に見ると，中国が 369 人で最も多く全体の 32.0％を占めており，次いで韓

国 275 人（23.9％），フィリピン 189 人（16.4％）の順となっており，これら上位３か国で全体の

72.2％を占めている（表 25）。

� 不法就労事件
（１）概況

平成 20 年に退去強制手続を執った入管法違反者のうち，不法就労していたことが認められた者

は３万 2,471 人で，入管法違反者全体の 82.5％を占め，我が国に潜伏する不法滞在外国人の多くが

不法就労していることを裏付けている。

このような状況は，今日の厳しい雇用情勢にあって，不当に安い賃金で働く不法就労者が日本

人労働者の雇用機会を奪う等公正な労働市場を侵害するとの指摘もなされているほか，不法就労

者のあっせんブローカーが多額の不当な利益を得る一方で，それら外国人が本来得るべき賃金を

搾取されたり，労働災害に遭っても十分な補償が受けられないなど，不法就労者本人の人権上の

問題も発生している。



表26　国籍（出身地）別不法就労事件の推移
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（２）国籍（出身地）別
不法就労者の国籍は，近隣アジア諸国を中心に 89 か国（出身地）に及び，依然として多国籍化

の状態にある。

国籍（出身地）別に見ると，中国が 9,583 人で最も多く全体の 29.5％を占めており，次いでフィ

リピン 6,083 人（18.7％），韓国 4,077 人（12.6％），インドネシア 2,162 人（6.7％），タイ 1,694 人

（5.2％）の順となっており，これら上位５か国で全体の 72.7％を占めている。ここ数年の推移を見

ると，中国が高い割合を占めている（表 26）。

（３）男女別
不法就労者の男女別構成は，男性が１万 9,270 人（59.3％），女性が１万 3,201 人（40.7％）であり，

男性の割合が増加している。

（４）就労内容別
不法就労者の就労内容別では，工員が１万 1,366 人で最も多く全体の 35.0％を占めており , 次い

でホステス等接客 4,452 人（13.7％），建設作業者 3,831 人（11.8％）の順となっている。



表27　就労内容別不法就労事件の推移

表28　稼働場所別不法就労事件の推移
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また，男女別に見ると，男性は工員が最も多く，次いで建設作業者，その他の労務作業者の順

となり，女性はスナック等で働くホステス等接客が最も多く，次いで工員，ウェイトレス等給仕

の順となっている（表 27）。

（５）稼働場所（都道府県）別
不法就労者の稼働場所（都道府県）別を見ると，東京都が 5,862 人で最も多く全体の 18.1％を占

めており，次いで愛知県 4,801 人（14.8％），神奈川県 4,497 人（13.8％），千葉県 2,824 人（8.7％ )，

埼玉県 2,784 人（8.6％）の順となっており，依然として不法就労者は首都圏を中心に関東から近畿

に及ぶ太平洋岸地域に集中している。関東地区１都６県（東京，神奈川，千葉，埼玉，茨城，群馬，

栃木）で不法就労者全体の 66.2％を占めているが，一方で，愛知県，静岡県等の中部地区が不法

就労者全体の 23.0％を占めるなど，全国 47 都道府県において不法就労者の存在が確認され，地方

への拡散の度合いが高まっていることも認められる（表 28）。



表29　違反審査・口頭審理・法務大臣裁決の受理件数及び処理状況の推移

図18　口頭審理請求件数及びその比率の推移
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� 違反審判の概況
（１）事件の受理・処理

退去強制手続では，入国警備官による違反調査の後，入国審査官は，外国人（容疑者）が退去

強制事由に該当するかどうかについて違反審査を行うこととなる。

その受理件数の推移を見ると，平成 18 年以降３年連続で前年より減少しているものの，依然高

水準で推移しており，20 年は４万 3,073 件である（表 29）。

また，平成 20 年における違反審査後の口頭審理請求件数は１万 639 件，その比率は 24.7％となり，

いずれも 19 年と比べて増加しており，引き続き高水準で推移している。これは，日本人等と婚姻・

同居するなどして身分関係が形成され，在留を希望する案件が多いことや，あるいは家族の統合

や病気等の人道上の事由に配慮した在留特別許可が認められることが浸透したことなどが要因と

して考えられる（図 18）。



表30　退去強制事由別退去強制令書の発付状況

図19　主な国籍（出身地）別退去強制令書の発付状況
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口頭審理における特別審理官の判定に対して法務大臣へ異議の申出をする件数も，同様の理由

から平成 20 年は１万 515 件と，１万件を超え，引き続き高水準で推移している（表 29）。

（２）退去強制令書の発付
平成20年の退去強制令書の発付件数は２万4,442件で，入管法違反者を退去強制事由別に見ると，

不法残留が１万 6,966 件で，減少傾向にあるものの，全体に占める割合は 69.4％と若干増加し，一

方で，不法入国の割合は 21.0％に減少している。これは，個人識別情報を利用した上陸審査が実

施されたことにより，不正な旅券により上陸申請に及ぶ事案が減少したことが主な要因であると

考えられる（表 30）。

また，国籍（出身地）別に見ると，平成 20 年も，中国が 6,920 件で最も多く，全体の 28.3％を

占めており，次いでフィリピン 4,188 件（17.1％），韓国・朝鮮 2,879 件（11.8％）の順になってい

る（図 19）。



表31　仮放免許可件数の推移

表32　退去強制事由別在留特別許可件数の推移

表33　国籍（出身地）別在留特別許可件数の推移
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（３）仮放免
平成 20 年に収容令書により収容されていた者が仮放免された件数は，19 年と比べて 1,965 件減

少し 1,918 件となった。また，退去強制令書により収容されていた者が仮放免された件数は，19

年と比べて 119 件減少し 819 件となっている（表 31）。

（４）在留特別許可
平成 20 年に法務大臣が在留を特別に許可した外国人の数は 8,522 人であり，19 年より増加して

おり，引き続き高水準で推移している。在留特別許可を受けた外国人の多くは，日本人等と婚姻す

るなどして，日本人等との密接な身分関係を有し，また実態として，様々な面で我が国に生活の基

盤を築いている状況にある。

なお，具体的な事例として，平成 16 年以降，毎年，法務省ホームページにおいて在留特別許可

された事例を公表しているほか，18 年からは，在留特別許可されなかった事例の公表も行っている。

在留特別許可件数を退去強制事由別に見ると，平成 20 年は不法残留が 6,521 件で最も多い。不法

残留の占める割合は，減少傾向にあったが，20 年は 76.5％と若干増加した。一方，不法入国・不法

上陸の占める割合は，個人識別情報を利用した上陸審査の実施に伴い，20 年は 19.2％と，２年連続

で減少した（表 32）。

平成 20 年に在留特別許可された者を国籍（出身地）別に見ると，中国が 1,669 件で全体の

19.6％を占め，次いで韓国・朝鮮が 1,416 件（16.6％）となっている（表 33）。



表34　国籍（出身地）別被送還者数の推移

表35　送還方法別被送還者数の推移  
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� 送還の概況 
平成 20 年の被送還者数は，19 年と比べて 3,982 人（14.3％）減少し２万 3,931 人となった。

国籍（出身地）別に見ると，中国が 6,805 人で最も多く全体の 28.4％を占めており，次いでフィリ

ピン 4,385 人（18.3％），韓国 2,873 人（12.0％），インドネシア 1,596 人（6.7％），タイ 1,260 人（5.3％）

の順となっている（表 34）。

送還方法別に見ると，送還費用を自己負担する「自費出国」による送還

が全体の 96.5％と圧倒的多数を占めている一方，所持金のない者など，国

費により送還せざるを得ない外国人も増加し，平成 20 年における国費に

よる個別の被送還者数は，383 人となっている（表 35）。

送還風景



表36　国籍（出身地）別自費出国による被送還者数の推移
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（１）国費送還
入管法違反者の滞在期間が長期化し，在留態様も多様化しているところ，被退去強制者の中に

は，疾患を有する者，様々な理由で送還を忌避する者，帰国費用を都合することができずに収容

が長期化する者等が増加傾向にある。これらの外国人のうち，平成 20 年にそれぞれの状況等を

勘案して国費により送還した者は，19 年の 361 人と比べて 22 人（6.1％）増加し 383 人となった。

また，集団で密航し，水際で検挙された中国人不法入国者については集団送還を実施していた

が，集団密航の認知件数が極めて少なくなったことから，平成 16 年以降は集団送還を実施して

いない。

（２）自費出国
 被送還者のうち，平成 20 年に自費出国した者は 19 年と比べて 3,725 人（13.9％）減少し２万 3,093

人となった。

自費出国する者は，例年，被送還者の 95％前後で推移しているものの，旅券，航空券又は帰国

費用など送還に必要な要件が整っていない者が多く，送還までに時間を要するようになっている。

このような者については，退去強制手続と平行して，当該外国人から日本国内又は本国にいる

関係者に連絡を取るように指導し帰国費用等の調達に努めさせたり，旅券を所持しない者につい

ては，入国管理局から在日外国公館に対して旅券の早期発給に係る申入れを行うなどして早期送

還に努めている（表 36）。

（３）運送業者の責任と費用による送還
航空会社等の運送業者は，一定の要件の下で被退去強制者をその責任と費用により送還（入

管法第 59 条による送還）する必要がある（注）が，その数は平成 20 年は 407 人であり，19 年

と比べて 283 人（41.0％）の減少となった（表 35）。



表37　国籍（出身地）別出国命令による引継者数（平成20年）
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−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−
（注）　 運送業者は，船舶等の長とともに乗員や乗客を掌握すべき立場にあり，入管法上，一定の責任と義務が

課されているが，その一つとして，その責任と費用で一定の要件に該当する外国人を速やかに本邦外の地
域へ送還することが義務付けられている（同法第 59 条）。

    　 例えば，上陸を拒否され退去命令を受けているにもかかわらず退去しなかったり，特例上陸許可を受けて上陸
したものの，不法残留したりする外国人などの場合がこれに当たる。

� 出国命令事件
（１）概況

出国命令制度は，不法滞在者の自主的な出頭を促すため，平成 16 年の入管法改正において新た

に創設された制度であり，16 年 12 月２日から実施している。同制度では，自ら当局に出頭した外

国人が一定の要件に該当する場合には，身柄を収容することなく簡易な手続で迅速に出国させる

とともに，上陸拒否期間を５年から１年に短縮することとしている。

（２）違反調査
平成 20 年に出国命令手続を執り入国警備官が入国審査官に引き継いだ者は 8,480 人で，入管法

違反者全体の 21.5％を占めている。

ア　国籍（出身地）別
国籍（出身地）別に見ると，中国が 3,130 人で最も多く全体の 36.9％を占めており，次いでフィ

リピン1,202人（14.2％），韓国1,139人（13.4％），インドネシア592人（7.0％），ベトナム476人（5.6％）

の順となっており，これら上位５か国で全体の 77.1％を占めている（表 37）。



表38　国籍（出身地）別出国命令書の交付状況
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イ　適条別
適条別に見ると，入管法第 24 条第４号ロ該当容疑が 8,002 人と最も多く全体の 94.4％を占め

ており，次いで同法第 24 条第７号該当容疑が 262 人，同法第 24 条第６号該当容疑が 216 人の

順となっている。

（３）審査
ア　事件の受理・処理

平成 20 年における出国命令事件の受理件数は，8,480 件であり，違反審査受理件数全体の

21.5％であった。

出国命令対象者については，自ら出国を希望して出頭しているものであることから，入国警

備官からの引継ぎ後速やかに処理している。

イ　出国命令書の交付
平成 20 年に出国命令対象者であるとして出国命令書の交付を受けた者は 8,477 人であった。

これを国籍（出身地）別に見ると，中国が 3,136 人で最も多く全体の 37.0％を占めており，次

いで韓国・朝鮮 1,142 人（13.5％），フィリピン 1,141 人（13.5％）となっており，上位５か国で

全体の 76.5％を占めている（表 38）。

（４）出国確認
出国命令対象者は在留期限内に出国する外国人と同様，出国港においてＥＤカ−ド１通を入国

審査官に提出し出国の証印を受けるとともに，入国審査官に自らの出国命令書を提出する必要が

ある。
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我が国は，難民の受入れを国際社会において果たすべき重要な

責務と認識し，昭和 56 年に「難民の地位に関する条約」（以下「難

民条約」という。）に，次いで 57 年には「難民の地位に関する議

定書」（以下「難民議定書」という。また，以下では難民条約と

難民議定書を合わせて「難民条約等」という。）に順次加入する

とともに，難民認定手続に係る必要な体制を整えてきたところで

ある（注）が，近年，国際情勢が刻々と変化する中で，世界の各

地で起こる地域紛争や各国国内情勢の不安定化等を反映し，我が

国における難民認定申請者数は増加傾向にあり，それに伴って我

が国社会の関心も増大してきている。

我が国としては，これらの状況を踏まえ，より公正な手続によっ

て難民の適切かつ迅速な庇護を図る観点から難民認定制度を見直

すこととし，仮滞在許可制度の新設及び難民審査参与員制度の新設

等を含む「出入国管理及び難民認定法の一部を改正する法律」を平成 16 年６月２日に公布し，17 年

５月 16 日から施行している。

入国管理局としては，新しい難民認定制度を適正に運用するとともに，組織及び審査体制を整備

強化する等して迅速かつ適切な処理に努めている。

−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−
（注）　 我が国は，昭和 56 年 10 月３日に難民条約に，また，57 年１月１日に難民議定書に加入し，この難民条

約と難民議定書は，57 年１月１日に我が国に対して効力が生じた。

第１節◆難民認定の申請及び処理

� 難民認定申請
難民認定申請の状況について見ると，昭和 57 年から平成 20 年末までの総申請件数は 7,297 件で

ある。

近年の申請件数の推移を見ると，平成 17 年までは年間 300 件台から 400 件台で推移していたが，

18 年は 954 件と大幅に増加し，20 年も 19 年からほぼ倍増となる 1,599 件となり，難民認定制度発

足以降，最高の件数となっている（表 39）。

第３章　難民認定業務等の状況

難民旅行証明書
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表39　難民認定申請・処理状況及び庇護状況
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平成 20 年の難民認定申請者の国籍別申請件数は，申請の多い順にミャンマー 979 件，トルコ

156 件，スリランカ 90 件となっている。

� 難民認定申請の処理
昭和 57 年から平成 20 年末までの申請処理状況について見ると，難民と認定したものは 508 件，

難民と認定しなかったものは 4,399 件，申請を取り下げたものなどは 671 件で，処理件数に対する

認定件数の割合（認定数／認定数と不認定数の和）は 10.4％である。

近年の難民認定数の推移を見ると，平成 16 年までは年間 10 件台から 20 件台で推移していたが，

17 年は 46 件と大幅に増加し，20 年は 57 件で，前年に比べ 16 件増加している。

なお，難民条約等に規定する難民の定義には該当せず，難民として認定されなかった者につい

ても，例えば本国の状況等により帰国が困難である者又は日本で在留を認めるべき特別な事情が

ある等の特殊な事情がある者に対しては，諸般の事情を考慮した上で，出入国管理行政の枠の中

で柔軟に対応しているところであり，これまでこのような観点から在留を認められた者の総数は

882 人となっており，平成 20 年は過去最高の 360 人が在留を認められている（表 39）。

� 仮滞在許可制度の運用状況
平成 17 年５月 16 日に従来の難民認定制度を見直した改正入管法が施行された。

新たな難民認定制度においては，不法滞在者である難民認定申請中の外国人の法的地位の安定

化を図るため，仮滞在を許可する制度が創設され，仮滞在の許可を受けた外国人については，退

去強制手続を停止し，身柄の収容をしないまま難民認定手続を先行して行うこととした。仮滞在

許可の主な要件は，①一定の退去強制事由に該当すると疑うに足りる相当の理由がないこと，②

本邦に上陸した日（本邦にある間に難民となる事由が生じた者にあっては，その事実を知った日）

から６月以内に難民認定申請を行った者であること，③迫害のおそれのあった領域から直接本邦

に入った者であること，④本邦に入った後に刑法等に定める一定の罪を犯して懲役又は禁錮に処

せられた者でないこと，⑤退去強制令書の発付を受けていないこと，⑥逃亡するおそれがあると

疑うに足りる相当の理由がないこととなっている。



表40　難民不認定に対する異議申立件数及び処理状況
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仮滞在許可制度の創設後の運用状況を見ると，これまでに仮滞在を許可した件数は 308 件，不

許可とした件数は 1,833 件であり，平成 20 年については，許可件数 57 件，不許可件数 599 件となっ

ている（図 20）。

第２節◆異議申立て

� 異議申立て
難民認定制度が創設された昭和 57 年から平成 20 年末までの間に行われた難民の認定をしない

処分に対する異議申立ての総数は 2,993 件である。

平成 16 年から 20 年までの推移を見ると，16 年は 209 件，17 年は 183 件と減少傾向にあったが，

18 年は 340 件，19 年は 362 件，20 年は 429 件と近年は大幅な増加傾向にある（表 40）。

� 異議申立ての処理
昭和 57 年から平成 20 年末までの間に行われた難民の認定をしない処分に対する異議申立ての

うち，処理がなされたものは 2,496 件であり，その内訳は，難民と認定されたものは 65 件，異議

申立てに理由がないとされたものは 2,035 件であり，その他 396 件については，異議申立てを行っ

図20　不法滞在者等に係る難民認定手続流れ図～難民認定手続と退去強制手続を一連の手続として進める～
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た外国人の出国や取下げ等により終止となっている。

平成 16 年から 20 年までの推移を見ると，難民と認定されたものは，16 年は６件，17 年は 15

件と増加したものの，18 年は 12 件，19 年は４件と減少し，20 年には 17 件と再び増加した。

また，異議申立てに理由がないとされたものは，16 年は 155 件，17 年は 162 件，18 年は 127 件

といったんは減少したが，19 年は 183 件となり，20 年は 300 件と大幅な増加に転じた（表 40）。

第３節◆難民審査参与員制度の意義と運用状況

難民異議申立手続の公正性・中立性を図るべく，平成 17 年５月に難民審査参与員制度が発足し，

法務大臣は，難民不認定処分等に係る異議申立てに対する決定に当たっては，難民審査参与員の意

見を聴かなければならないものとされた。

難民審査参与員は，人格が高潔であって，難民認定に係る異議申立てに関し公正な判断をするこ

とができ，かつ，法律又は国際情勢に関する学識経験を有する者から任命することとされ，ＵＮＨ

ＣＲ（国連難民高等弁務官事務所），日本弁護士連合会，難民事業本部等からの推せんを受けて，法

務大臣が任命している。

法務大臣は，異議申立てを受けたすべての案件について，難民審査参与員の意見を聴かなければ

ならないとされており，これに先立ち，異議申立人等がその意見を述べる口頭意見陳述及び，難民

調査官や難民審査参与員が異議申立人等に対して質問をする審尋が行われている。

平成 20 年における口頭意見陳述・審尋期日の開催回数は延べ 311 回であり，このうち，当該案件

に関する２回目以降の期日（いわゆる続行期日）は４回である。

難民審査参与員は，口頭意見陳述・審尋期日の実施後，他の難民審査参与員と意見を交換した上，

意見書を作成して法務大臣に提出する。意見書の書式は自由であり，難民審査参与員の意見が同一

になる場合もあれば，分かれる場合もある。

平成 20 年に難民審査参与員から意見書が提出された案件は 302 件である。

なお，これまでのところ，法務大臣において，難民審査参与員の意見（意見が分かれたものにつ

いては多数意見）と異なる処理をした例はない。

第４節◆一時庇護のための上陸の許可

一時庇護のための上陸の許可は，船舶等に乗っている外国人が難民に該当する可能性があり，かつ，

その者を一時的に上陸させるのが相当であると思料するときに，所定の手続に従い，入国審査官が

与えるものである。

過去の同許可状況を見ると，昭和 57 年以降平成５年までの間に申請のあったベトナム人のボート・

ピープル 5,668 人に対して許可を行ったが，それ以降はベトナム人のボート・ピープルからの申請は
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ない。ボート・ピープル以外については，過去５年間（平成 16 年から 20 年まで）を見ると 65 件の

申請があり，４件許可している（表 41）。

表41　一時庇護のための上陸の許可件数の推移



表42　人身取引の被害者数（平成20年）

表43　人身取引被害者数の推移
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第４章　人身取引対策の推進及び
　　　　外国人ＤＶ被害者の適切な保護
　

第１節◆人身取引対策の推進

� 平成 20 年中における人身取引の被害者数及び事例
人身取引は，重大な人権侵害であり，人道的観点からも迅速・的確な対応を求められている。こ

れは人身取引が，その被害者，特に女性と児童に対して，深刻な精神的・肉体的苦痛をもたらし，

その損害の回復が困難であるためであり，関係省庁は人身取引対策行動計画により対応している。

入国管理局が平成 20 年に保護（在留特別許可）又は帰国を支援した人身取引の被害者は 28 人（全

員女性）となっており，国籍別の内訳は，タイ 18 人（前年５人），フィリピン６人（前年 22 人），中国（台

湾）２人（前年０人），韓国１人（前年２人），バングラデシュ１人（前年０人）となっている。

被害者 28 人のうち，正規在留者は 11 人（前年 27 人），不法残留等入管法違反となっていた者は

17 人（前年 13 人）であった。なお，入管法違反となっていた被害者全員について，在留特別許可し

た（表 42）。

被害者数は対前年比で 12 人の減少（前年 40 人）となったが，これは，平成 16 年 12 月に人身取

引対策に関する関係省庁連絡会議で決定された「人身取引対策行動計画」に基づき，政府全体で人

身取引対策に取り組んでいることや，厳格な上陸審査の実施などの人身取引の防止のための対策が

一定の効果を上げていることによるものと考えられる（表 43）。
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他方，人身取引事件自体が潜在的な犯罪であるところ，近年の傾向として，被害者の逃走や通報

防止のための管理支配体制の巧妙化，被害者に被害者性を自覚させない管理手法の変化などにより，

人身取引の被害が表面化しにくくなっているとも考えられることから，入国管理局では，今後更に

人身取引対策を強化し，実態の解明に努めることとしている。

このほか，これまで在留資格「興行」を悪用した人身取引事案が多数発生していたが，二度にわ

たる同資格の基準省令の改正により，「興行」での入国者数は激減し，最近では，日本人と偽装婚す

るなどして「日本人の配偶者等」の在留資格を得て入国し，人身取引に巻き込まれる事案が散見さ

れるようになった。

� 平成 20 年中に人身取引の加害者として退去強制した外国人の数
平成 20 年に入国管理局が人身取引の加害者として退去強制令書を発付した者は９人（前年５人）

であり，国籍別の内訳は，インドネシア３人，タイ２人，中国（台湾）２人，中国１人，韓国１人となっ

ている。なお，加害者はインドネシアの１人を除きいずれも女性である。

被害者が減少しているのに対して，加害者への退去強制令書の発付が増加したのは，平成 20 年以

前に人身取引の罪により，実刑判決を受けて服役中であった者６人（平成 20 年出所）に対し当該令

書を発付したためである。

なお，平成 19 年はフィリピン２人，タイ２人，インドネシア１人に対し，退去強制令書を発付し

ている。

−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−
（注）　 平成 17 年の入管法改正により，「人身取引等を行い，唆し，又はこれを助けた者」が退去強制の対象（入

管法第 24 条第４号ハ）となった。



表44　平成20年７月から同年12月までのＤＶ被害者把握状況
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第２節◆外国人ＤＶ被害者の適切な保護

� 外国人ＤＶ被害者の適切な保護
配偶者からの暴力（ＤＶ）は，犯罪となる行為を含む重大な人権侵害であり，人身取引事案と同様，

人道的観点から迅速・的確な対応を求められている。

入国管理局においては，ＤＶが重大な人権侵害である等の観点から，ＤＶ被害者である外国人に

対しては，関係機関と連携して被害者の身体の保護を確実なものとする一方，被害者から在留期間

の更新申請又は在留資格の変更申請がなされた場合には，原則としてこれを許可し，また，ＤＶを

原因として不法残留等している場合は，在留を特別に許可するなど，適切に対応しているところで

ある。

また，平成 20 年１月に施行された，「配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護に関する法律」

の一部改正法及び同法施行に合わせて作成された「配偶者からの暴力及び被害者の保護のための施

策に関する基本的な方針」を受け，同年７月には，被害者の一層の保護を促進するため，ＤＶ被害

を受けている外国人を認知した場合の対応等を定めた措置要領を作成した上で，地方入国管理局に

周知するとともに，事案を認知した際は速やかに報告するよう通知した。

� 平成 20 年中における外国人ＤＶ被害者の認知件数
入国管理局では，被害者の保護を旨とし，関係機関との連携を図りつつ，在留審査又は退去強制

手続において，被害者本人の意思及び立場に十分配慮しながら，個々の事情を勘案して，人道上の

観点から適切に対応しているところ，前記措置要領を定めた平成 20 年７月から 12 月末までの間に，

在留期間更新申請や退去強制手続の過程等において把握した外国人ＤＶ被害者は 26 人である（表

44）。
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第１節◆新規登録及び登録の閉鎖

外国人登録は，外国人が我が国に入国し，あるいは我が国で出生した場合などの際に登録の申請（新

規登録）をすることから始まり，その外国人の我が国からの出国，あるいは死亡等による外国人登

録原票（以下「登録原票」という。）（注）の閉鎖によって終了する。

平成 20 年の新規登録の事由別件数についてその構成比を見ると，入国によるものが 31 万 755 件

で全体の 95.7％を占め，次いで出生 4.2％，日本国籍離脱・喪失 0.02％の順となっている（表 45）。

平成 20 年の登録原票の閉鎖件数について構成比を見ると，出国によるものが 24 万 1,936 件で全体

の 92.0％を占め，次いで，日本国籍取得によるもの 5.3％，死亡によるもの 2.3％の順となっている。

−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−
（注）外国人登録原票とは，我が国に在留する外国人の居住関係及び身分関係を記載した外登法上の原簿のこと。

第２節◆変更登録

登録原票に登録されている事項の中には，居住地，在留の資格，在留期間，職業など新規登録後

の事情の変更等によって変わるものがあるので，登録原票や外国人登録証明書（以下「登録証明書」

という。）の記載を事実に合致させるため，登録されている事項に変更が生じたときは，所定の期間

第５章　外国人登録の実施状況

表45　事由別新規登録及び登録閉鎖の状況 



 表46　変更登録の状況
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外国人登録証明書

内に変更登録申請を行うことを外国人に対し義

務付けている。

また，市町村又は都道府県の廃置分合，境界

変更又は名称の変更により，登録原票の記載が

事実に合わなくなったときは，市町村の長が職

権により変更登録することとなる。

平成 20 年における変更登録総数は 227 万

842 件で減少に転じているところ，居住地以外

の変更登録申請件数については 13 年にいった

ん減少したものの，全体としては増加しており，20 年では 175 万 955 件で，変更登録全体の 77.1％

を占めている。

一方，居住地変更登録及び市町村等の廃置分合等による変更登録の件数は，平成 19 年は約 57

万２千件であったところ，20 年は 51 万 9,887 件で一割弱減少している（表 46）。

第３節◆登録証明書の切替（登録事項の確認）

新規登録後の登録の正確性を維持するため，登録している外国人は，一定期間ごとに市区町村長

に対し登録原票の記載が事実に合っているかどうかの「確認」の申請をすることが義務付けられて

おり，当該市区町村長による所定の確認を受けると，登録証明書は切り替えられ，新しい登録証明

書が交付される。

なお，登録の確認は，昭和 55 年の外登法の改正により登録証明書を著しくき損し，又は汚損した

場合の引替交付，紛失，盗難又は滅失により登録証明書を失った場合の再交付の手続の際にも行う

こととされた。62 年の同法改正においては，それまで５年ごとであった確認申請の期間を，原則と



表47　登録確認の状況
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して５回目の誕生日ごととし , 平成 11 年の同法改正においては，当該外国人が永住者又は特別永住

者であるときは７回目の誕生日とされた。

平成 20 年の登録確認（切替）申請件数は，23 万 384 件に上っている（表 47）。

第４節◆地方自治体と外国人登録

我が国に在留する外国人の居住関係及び身分関係を明確にするために収集された登録記録は，外

国人の出入国管理を始め国の各行政分野のみならず，地方公共団体，すなわち市区町村による住民

行政又はそれと密接に関連するそれぞれの行政分野においても幅広く利用されており，それだけに，

市区町村の機能と切り離すことのできない関係にあるといえる。

また，在留外国人又はその代理人，国の機関等は，公的又は私的な関係において当該外国人の居

住関係や身分関係を立証あるいは把握等するための資料を必要とすることがあるが，こうした外国

人等からの請求に基づき，市区町村長は，行政証明事務として登録原票の写し又は登録原票記載事

項証明書を交付しており，平成 20 年における交付件数は 167 万 8,103 件に上っている。

ところで，外国人登録の事務は，全国を通じて統一的に実施される必要があるため，入国管理局

においては，市区町村職員の外国人登録関係法令の知識習得と外国人登録事務の適正かつ効率的な

運営を確保するため，外国人登録事務に従事する市区町村職員を対象とした中央研修を実施してい

るほか，各都道府県単位で実施している研修会に入国管理局の職員を講師として派遣し，適正な取

扱いの周知徹底を図っている。




